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各  位 

証券コードの将来対応に関する再確認 

～固有名コード枯渇後の基本方針について～ 

 

2019 年 9 月 26 日 

証券コード協議会 

 

平素は当協議会の運営にご理解・ご協力いただき誠に有難うございます。 

当協議会は、2009 年 4 月 30 日付「証券コードの将来対応」において通知したとおり、一般事業

会社等に付番する固有名コード（「1300」～「9999」までの数字 4 けた）の残コード数減少に伴う

対応策案を公表し、その後、2010 年 3 月 26 日付「証券コードの英文字組入れに係る『具体的な設

定方法』の決定について」において通知したとおり、具体策を決定・公表しております。 

  

 当協議会では、直ちに固有名コードへの英文字組入れを開始はいたしませんが、2019 年 8 月末現

在、固有名コードの残コード数は、株式・ETF 等の合計で 2,000 未満（今後、当協議会ではホーム

ページにおいて数値を定期的に更新いたします）となりましたことから、証券コードのご利用に係

る関係者各位におかれましては、改めて英文字対応に向けたシステム改修等、所要のご対応をお願

いしたく存じます。 

 

なお、下記のとおり、具体策の概要等を記載いたしましたのでご参考にしていただければ幸甚で

す。 

 

 

記 

 

1. 検討経緯  

 証券コード協議会は、2009 年 4 月 30 日、証券コードの将来対応として、一般事業会社等に付

番する固有名コード（「1300」～「9999」までの数字 4 けた）が枯渇した後の基本方針（固有

名コードに英文字を組入れる旨）を決定・公表しました。 

 

【参考 1】2009 年 4 月 30 日公表資料 

https://www.jpx.co.jp/sicc/news/nlsgeu00000329fb-att/code_future.pdf 

 

 また、英文字組入れの具体的な取扱いに関してはパブリックコメントを実施し、2010 年 3 月

26 日にその「具体的な設定方法」として、次項の内容を決定・公表しています。 

 

【参考 2】2010 年 3 月 26 日公表資料 

https://www.jpx.co.jp/sicc/news/nlsgeu00000329fb-att/code_ssme.pdf 
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2. 具体的な設定方法  

 

【英文字組入れの設定例】 

 130A, 130C, 130D, 130E, 130F, 130G, 130H, 130J, 130K, 130L, 130M, 130N, 130P, 130R, 

130S, 130T, 130U, 130W, 130X, 130Y,…999W, 999X, 999Y 

 

3. 影響のある証券コード  

 株式銘柄コード（株券等の 5 けたコード） 

（例）普通株式 130A0、優先株式 130A5 

 公社債銘柄コード（債券の 9 けたコード） 

（例）社債 00001130A、転換社債型新株予約権付社債 90001130A 

 有償証券オプション取引識別コード（有価証券オプション取引の 9 けたコード） 

（例）プットオプション取引 23408130A、コールオプション取引 33408130A 

 

4. 固有名コードの設定可能な残コード数の状況   

 ① 2018 年 8 月末 ② 2019 年 8 月末 昨年比（②－①） 

株式 1,632 1,520 －112 

ETF 等 441 423 －18 

合計 2,073 1,943 －130 

 

【お問合せ先】 

証券コード協議会事務局  株式会社東京証券取引所 情報サービス部コード担当 

電話 050-3377-7830（石上・戸田） E-mail：sicc＠jpx.co.jp 

【当協議会ホームページ】 

  https://www.jpx.co.jp/sicc/index.html 

 

以 上 
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